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校章「いとぐるま」の入ったステンドグラス

⑴

　
う
ら
ら
か
な
日
差
し
の
中
、
木
々
の
芽
吹
き

や
小
鳥
の
さ
え
ず
り
に
春
の
訪
れ
を
感
じ
る
季

節
と
な
り
ま
し
た
。
同
窓
生
の
皆
さ
ま
、
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
昨
年
か
ら
猛
威
を

奮
い
続
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
一
向
に

収
ま
る
気
配
を
見
せ
ず
、
以
前
と
は
違
う
日
常

に
戸
惑
い
を
覚
え
な
が
ら
も
感
染
防
止
を
念
頭

に
置
い
て
過
ご
し
た
一
年
で
し
た
。

　
母
校
も
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、「
大
妻
祭
」や「
修

学
旅
行
」
な
ど
の
行
事
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
り
、
そ
の
苦
渋
の
決
断
を
さ
れ
た
先
生
方

の
心
情
と
、
高
校
生
活
最
大
の
楽
し
み
を
奪
わ

れ
た
生
徒
さ
ん
達
の
無
念
さ
を
思
う
と
本
当
に

お
気
の
毒
で
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
来
年
度
の

新
入
生
数
に
も
影
響
が
あ
る
よ
う
で
、
相
次
ぐ

高
齢
者
施
設
に
お
け
る
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生
や

飲
食
業
界
の
苦
境
を
反
映
し
て
、
福
祉
科
と
食

物
健
康
科
の
入
学
者
が
減
少
し
た
と
伺
っ
て
お

り
ま
す
。

　
同
窓
会
活
動
に
お
い
て
も
同
じ
で
、
五
月
の

札
幌
支
部
会
・
六
月
の
東
京
支
部
会
の
中
止
、

七
月
の
本
部
同
窓
会
総
会
・
親
睦
会
も
中
止
と

な
り
ま
し
た
。
総
会
に
代
わ
る
常
任
幹
事
・
幹

事
会
を
開
催
す
る
こ
と
も
ま
ま
な
ら
ず
、
書
面

に
て
会
務
報
告
・
決
算
報
告
・
予
算
案
を
ご
承

認
い
た
だ
い
た
次
第
で
す
。
こ
の
状
況
下
、
役

員
だ
け
で
も
で
き
る
活
動
と
し
て
、「
母
校
新

入
生
へ
の
マ
ス
ク
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
」と
会
報「
い

と
ぐ
る
ま
」
の
発
行
を
行
い
ま
し
た
。
例
年
、

「
い
と
ぐ
る
ま
」
の
発
送
作
業
に
は
有
志
の
皆

さ
ま
に
も
お
手
伝
い
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
密
を
避
け
る
た
め
に
各
役
員
が
自
宅
に

持
ち
帰
り
発
送
作
業
を
致
し
ま
し
た
。
月
に
一

度
、
楽
し
く
語
ら
い
な
が
ら
手
仕
事
を
し
て
き

た「
手
づ
く
り
会
」も
ま
だ
再
開
の
目
途
は
立
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
会
の
皆
さ
ま
に
は
再
開
の
そ

の
時
ま
で
自
宅
で
こ
つ
こ
つ
と
作
品
づ
く
り
に

励
ん
で
い
た
だ
き
、
ま
た
一
緒
に
活
動
で
き
る

日
を
楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
同
窓
会
の
長
い
歴
史
の
中
で
も
初
め
て
の
こ

と
で
す
の
で
何
が
で
き
る
の
か
、
何
を
な
す
べ

き
な
の
か
を
模
索
す
る
日
々
が
続
き
ま
す
が
、

ま
ず
は
人
命
を
第
一
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
予
防
接
種
が
行
き
渡
り
治
療
薬
が
開
発
さ

れ
る
事
を
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。
同
窓
生
の

皆
さ
ま
と
共
に
「
不
撓
不
屈
の
大
妻
魂
」
で
こ

の
難
局
を
乗
り
切
り
、
一
日
も
早
く
元
気
な
笑

顔
に
お
会
い
で
き
る
日
を
夢
見
て
頑
張
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。
令
和
五
年
の
母
校
創
立
一
〇
〇

周
年
の
御
慶
事
に
は
笑
顔
の
花
で
満
開
に
な
り

ま
す
よ
う
に
と
祈
念
し
て
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
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池
　
田
　
延
　
己

コ
ロ
ナ
に
明
け
て
コ
ロ
ナ
に
暮
れ
て

学
　
　
校
　
　
長

同
窓
会
名
誉
会
長

部
と
も
中
止
に
な
り
ま
し
た
。
各
支
部

長
さ
ん
か
ら
丁
寧
な
電
話
が
あ
り
ま
し

た
が
、
声
の
ト
ー
ン
の
低
さ
か
ら
無
念

さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
地
球
規
模

で
コ
ロ
ナ
感
染
ニ
ュ
ー
ス
一
辺
倒
の
様

相
を
呈
し
て
い
る
状
態
で
は
、
や
む
を

得
な
い
と
は
い
え
本
当
に
居
た
た
ま
れ

な
い
思
い
で
し
た
。

　
持
病
の
あ
る
高
齢
者
ほ
ど
、
感
染
リ

ス
ク
や
死
亡
率
が
高
い
と
も
報
道
さ
れ

て
い
ま
す
。
昭
和
二
十
年
生
ま
れ
の
私

は
、
ま
さ
に
そ
の
リ
ス
ク
の
真
っ
た
だ

中
に
い
ま
す
が
、
東
京
や
札
幌
等
へ
の

出
張
も
取
り
や
め
、
市
内
で
の
会
合
に

も
出
席
せ
ず
、
居
酒
屋
は
も
ち
ろ
ん
二

次
会
に
も
い
か
ず
、
ひ
た
す
ら
学
校
と

家
を
往
復
し
て
、
休
肝
日
も
作
ら
ず
、

め
げ
ず
に『
家
呑
み
』に
徹
し
て
い
ま
す
。

　
先
輩
諸
姉
も
健
康
に
留
意
さ
れ
て
、

二
年
後
の
令
和
五
年
十
月
五
日
に
挙
行

さ
れ
る
「
函
館
大
妻
高
等
学
校
創
立
百

周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
」
に
、
元
気

に
出
席
し
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

感
染
経
路
不
明
者
が
増
加
し
、
い
つ
ど

こ
で
誰
が
感
染
し
て
も
不
思
議
で
な
い

状
態
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
大
妻

魂
「
不
撓
不
屈
の
精
神
」
で
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
打
ち
勝
っ
て
、
皆
さ
ん
と
盛

大
に
お
祝
い
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
外
山
ハ
ツ
校
長
先
生
も
神
田
マ
ス

子
先
生
も
き
っ
と
笑
顔
で
出
席
さ
れ
ま

す
。
一
緒
に
前
を
向
い
て
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

　
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
明

け
て
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
暮
れ
た
一
年

で
し
た
。
皆
さ
ん
も
、
マ
ス
ク
着
用
や

三
密
回
避
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン

ス
等
、
制
約
の
多
い
毎
日
を
お
過
ご
し

の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
道
内
で
感
染

者
が
初
め
て
確
認
さ
れ
た
の
は
昨
年
の

一
月
二
十
三
日
で
、
札
幌
雪
ま
つ
り
に

中
国
武
漢
市
か
ら
来
道
し
た
観
光
客
で

し
た
。
そ
の
後
、
二
月
十
九
日
に
七
飯

町
で
も
感
染
者
が
確
認
さ
れ
、
二
月
末

に
は
二
日
連
続
十
名
以
上
の
新
規
感
染

者
が
出
て
、
鈴
木
知
事
は
北
海
道
独
自

の
「
緊
急
事
態
宣
言
」
を
発
令
し
ま
し

た
。
国
に
よ
る
「
休
業
要
請
」
が
発
出

さ
れ
た
の
は
三
月
二
日
で
し
た
。
結
果
、

三
月
三
日
に
挙
行
さ
れ
た
高
校
生
活
最

後
の
思
い
出
、
卒
業
証
書
授
与
式
は
卒

業
生
と
先
生
だ
け
の
寂
し
い
も
の
に
な

り
ま
し
た
。

　
四
月
七
日
、
安
倍
首
相
が
突
如
「
緊

急
事
態
宣
言
」
を
発
出
し
ま
し
た
。
途

中
延
期
も
あ
り
五
月
末
ま
で
続
き
、
四

月
八
日
の
入
学
式
も
保
護
者
や
来
賓
の

出
席
も
な
い
、
入
学
生
と
先
生
だ
け
の

形
で
挙
行
し
ま
し
た
。「
緊
急
事
態
宣

言
」
は
五
月
二
十
五
日
に
解
除
さ
れ
た

も
の
の
、
自
宅
学
習
の
生
徒
た
ち
は
部

活
動
も
禁
止
さ
れ
、
プ
リ
ン
ト
に
よ
る

家
庭
学
習
や
Ａ
班
、
Ｂ
班
に
分
か
れ
た

分
散
登
校
な
ど
、
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
た

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
こ
れ
ま
で
大
き
な
数
字
が

発
表
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
函
館
で
も
、

昨
年
末
か
ら
今
年
に
か
け
て
高
校
、
大

学
、
福
祉
施
設
等
で
相
次
い
で
ク
ラ
ス

タ
ー
が
発
生
し
、
家
庭
内
感
染
の
恐
れ

か
ら
職
員
室
の
緊
張
感
も
一
気
に
増
幅

さ
れ
、
実
際
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
結
果
を

待
つ
身
の
辛
さ
も
経
験
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　
大
妻
祭
、修
学
旅
行
、遠
足
等
の
様
々

な
行
事
も
中
止
や
自
粛
に
追
い
込
ま
れ

ま
し
た
。
修
学
旅
行
は
本
来
十
月
の
実

施
で
し
た
。
三
月
に
は
落
ち
着
い
て
い

る
だ
ろ
う
と
延
期
し
ま
し
た
が
、
毎
日

の
よ
う
に
『
過
去
最
多
を
更
新
』
の

ニ
ュ
ー
ス
と
、
キ
ャ
ン
セ
ル
料
の
発
生

等
で
止
む
無
く
中
止
を
決
断
し
ま
し
た
。

高
校
時
代
最
大
の
思
い
出
を
奪
う
こ
と

に
な
り
、
こ
う
い
う
の
を
苦
渋
の
決
断

と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
、
本
当
に
悩
み

ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
年
に
一
回
、
懐
か
し
い
顔

合
わ
せ
の
同
窓
会
も
本
部
を
始
め
各
支

【
二
〇
二
〇
年
五
月
十
二
日
お
知
ら
せ
】

　
同
窓
会
か
ら
手
作
り
布
マ
ス
ク
を

い
た
だ
き
ま
し
た
！

　
五
月
十
二
日
（
火
）、
同
窓
会
の

平
田
会
長
と
副
会
長
の
三
井
さ
ん
が

来
校
さ
れ
、
新
入
生
分
の
マ
ス
ク

百
四
十
七
枚
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
全
学
年
に
手
作
り
布
マ
ス

ク
キ
ッ
ト
と
作
り
方
を
配
布
し
て
い

ま
す
が
、
一
年
生
は
ま
だ
授
業
を
十

分
に
行
え
て
い
な
い
の
で
、
自
分
の

力
で
マ
ス
ク
を
製
作
す
る
の
は
厳
し

い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
同
窓
会
か

ら
の
心
遣
い
に
よ
る
も
の
で
す
。
同

窓
会
の
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

大
妻
高
校
の
Ｈ
Ｐ
に

　
　
　

掲
載
さ
れ
ま
し
た愛情たっぷりの手作りマスク

１年主任の菊地先生
が受け取りました。 
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　前回のおたよりで、別紙にてご案内させていただいておりましたが、令和５年（2023年）、函館大
妻高校創立100周年を迎えるにあたり、同窓生の皆さまが脈々と引き継いでこられた大きな歴史と
地域社会への功績をぜひ記録に残したく、記念誌を作成したいと考えております。会員の皆さまには
大妻高校での思い出をお寄せいただきたく改めてお願い申しあげます。

【お問合せ】 函館大妻高等学校　記念誌担当　齊藤賢一　　〒040-0002　函館市柳町14番23号
電話：0138－52－1890　FAX：0138－52－1892　電子メール：otsumajh@ms1.ncv.ne.jp

１．取材内容 『学園への思い』
　　１）母校での思い出（先生・授業・部活動・友人・

校舎・通学・放課後　など）
　　　　※外山ハツ先生に限定いたしません。
　　２）卒業後に感じたこと
　　　（家庭人として・職業人として・親として　など）
　　３）これからの母校に望むこと
　　　（新たな道を・いつまでも　など）

２．取材方法
　　１）作文　２）電話　３）メール　など

　なお、本校では「ものかき工房」の髙山潤 
氏に記念誌作成を依頼しておりますので、取材
に関しては、記念誌担当の齊藤賢一と髙山氏が
共同で行います。

100周年記念誌作成への取材のお願い

　
昨
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
で
今

ま
で
の
生
活
が
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

同
窓
生
の
皆
様
お
変
わ
り
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う

か
。
本
年
度
は
日
高
支
部
創
立
五
十
五
周
年
の
節
目

の
年
を
迎
え
ま
す
。
記
念
の
交
流
会
を
七
月
に
予
定

し
て
お
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況

に
よ
り
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
時
に
は
ご
連
絡
致
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。
皆
様
と
夏
の
日
高
の
想
い
出
を
作
り

た
く
、
お
一
人
で
も
多
く
の
方
の
ご
出
席
を
役
員
一

同
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
母
校
の
益
々
の
ご
発
展
と

同
窓
会
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

　
皆
様
お
元
気
で
す
か
。
今
年
の
冬
は
い
つ
も
の
年
よ
り
寒
い
日
が

続
き
、
朝
晩
の
き
び
し
さ
は
身
に
し
み
て
お
り
ま
す
。

　
先
日
、
本
部
い
と
ぐ
る
ま
担
当
役
員
さ
ん
か
ら
連
絡
が
有
り
、
今

年
も
本
部
同
窓
会
休
止
と
の
こ
と
で
し
た
。
残
念
に
思
い
ま
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
は
、
日
本
そ
し
て
世
界
中
で
広
ま
り
、
自

分
自
身
も
し
っ
か
り
と
気
を
ひ
き
し
め
て
い
る
昨
今
で
あ
り
ま
す
。

　
札
幌
支
部
同
窓
会
も
昨
年
に
続
き
、
今
年
も
中
止
と
な
り
ま
し
た

こ
と
、
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
又
皆
様
に
お
逢
い
で
き
る
日
を
楽
し

み
に
致
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
沈
丁
花
の
花
香
る
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
卒
業
生
の
皆
様
、
ご
卒
業
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
終
息

に
依
然
と
し
て
目
途
が
立
た
な
い
状
況

の
中
で
、
学
び
舎
を
巣
立
つ
皆
様
、
暖

か
く
三
年
間
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
先
生
、

楽
し
か
っ
た
文
化
祭
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
等
の
思
い
出
を
胸
に
巣
立
っ
て

く
だ
さ
い
。

　
私
は
八
二
才
に
な
り
ま
す
。
若
い
頃

に
大
病
を
し
全
快
後
、
三
四
才
の
時
再

勉
強
の
た
め
上
京
し
て
学
び
ま
し
た
。

服
飾
の
学
校
で
教
員
と
し
て
六
五
才
の

定
年
ま
で
勤
め
、
退
職
後
、
リ
フ
ォ
ー

ム
「
お
洋
服
の
お
直
し
の
会
社
」
に
技

術
者
と
し
て
、
ま
た
、
区
立
の
中
学
校

に
生
け
花
指
導
の
講
師
と
し
て
今
も
現

役
で
仕
事
を
し
て
お
り
ま
す
。
卒
業
生

の
皆
様
も
健
康
に
注
意
し
て
、
ど
ん
な

困
難
な
こ
と
に
遭
遇
し
て
も
必
ず
や
道

が
ひ
ら
け
る
こ
と
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

　「
心
の
糸
」
を
紡
ぎ
続
け
、
技
術
教

育
を
旨
と
し
て
歩
み
続
け
た
、
初
代
校

長
、
外
山
ハ
ツ
先
生
の
お
教
え
を
道
標

と
し
て
、
母
校
で
学
ん
だ
知
識
や
技
術

を
手
の
中
に
し
っ
か
り
握
り
し
め
、
一

歩
一
歩
確
実
に
歩
ん
で
い
け
る
こ
と
を

信
じ
て
、
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。

日
高
支
部
長 

岡
　
田
　
代
志
子

　

　

　

　

　
Ｓ
48
年
卒
業（
旧
姓
中
井
）

日
高
支
部
創
立
五
十
五
周
年
の
ご
案
内

札
幌
支
部
長 

岩
　
崎
　
典
　
子

　

　

　

　

　
Ｓ
34
年
卒
業（
旧
姓
金
山
）

札 

幌 

支 

部 

会

・日高支部創立55周年記念交流会のご案内
　日　時　令和３年７月２４日（土）　１８時より
　場　所　優駿ビレッジ「アエル」
　　　　　会費　８,０００円（写真代込）
　連絡先　岡田代志子（Ｓ４８年卒業）ＴＥＬ０１４６－２８－１８３７　　　　　

東
京
支
部
長

 

杉
　
本
　
幸
　
子

　

　

　

　

 

Ｓ
33
年
卒
業

卒
業
生
の
皆
様
コ
ロ
ナ
禍
に
思
う



い と ぐ る ま令和３年３月３１日 ⑷

母
校
創
立
百
周
年
記
念
事
業
寄
付
金
ご
芳
名
一
覧

（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）

寄
　
付
　 

二
〇
一
八
年
四
月
一
日
か
ら
二
〇
二
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

百
周
年
に
向
け
て
ご
寄
付
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
と
も
皆
さ
ま
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

相
坂
　
紀
子

青
山
　
悦
子

赤
川
　
洋
子

赤
沼
　
信
子

明
戸
李
里
香

阿
部
　
幸
子

阿
部
　
範
子

荒
木
　
伴
子

荒
木
ヨ
リ
子

荒
谷
　
久
美

安
藤
エ
ツ
子

安
藤
　
和
子

五
十
嵐
由
佳

池
田
　
靖
子

石
栗
美
津
子

市
川
　
紀
子

伊
藤
　
良
子

岩
﨑
小
紀
子

岩
﨑
　
典
子

岩
澤
ま
り
子

海
老
原
久
美
子

遠
藤
ハ
ツ
ミ

大
木
キ
ヨ
ミ

大
坂
　
克
子

大
田
　
幸
美

大
道
　
妙
幸

岡
田
智
恵
子

岡
田
代
志
子

岡
部
　
レ
イ

奥
成
　
友
美

小
田
　
悦
子

小
野
　
幾
子

小
野
千
佳
子

尾
山
久
美
子

加
賀
谷
美
江
子

加
賀
谷
ヤ
エ
子

嘉
義
　
淳
子

金
子
　
梨
枝

上
井
　
順
子

上
村
　
澄
子

神
谷
　
菊
枝

神
谷
　
慶
子

神
谷
　
重
子

上
山
　
幸
子

亀
井
　
晴
江

川
原
　
ヒ
サ

神
田
千
鶴
子

木
立
　
真
理

北
山
　
敏
子

木
村
八
重
子

黒
谷
　
淳
子

小
板
ユ
リ
子

小
板
　
麗
子

越
山
　
智
恵

小
中
　
七
海

小
林
　
ま
み

小
林
　
良
子

小
松
ヒ
ロ
子

小
松
　
八
重

斉
藤
　
弘
子

境
谷
　
之
江

佐
々
木
三
枝
子

笹
森
　
美
絵

笹
谷
　
遥
奈

佐
藤
　
栄
子

佐
藤
七
七
子

佐
藤
真
由
美

佐
藤
　
ミ
ヱ

佐
藤
　
悠
乃

澤
田
芙
美
子

塩
川
み
つ
え

宍
戸
冨
美
子

清
水
　
悦
子

菅
原
　
智
子

菅
原
富
久
子

杉
本
　
幸
子

鈴
木
　
智
美

砂
田
　
　
暁

関
口
　
信
子

勢
田
　
康
子

相
馬
　
秀
子

園
田
テ
ル
子

髙
田
　
明
乃

高
野
　
恵
子

髙
山
　
ト
モ

滝
本
　
和
子

武
田
タ
ミ
子

竹
中
　
恵
子

谷
口
　
　
幸

谷
藤
　
ナ
ミ

田
原
　
　
玉

玉
利
　
晴
美

塚
田
　
英
子

津
坂
　
澄
子

土
谷
　
敏
子

筒
井
　
玲
子

釣
谷
千
鶴
子

手
代
森
捺
音
子

土
居
　
祥
江

殿
村
由
紀
子

巴
　
　
正
子

中
内
ツ
ヤ
子

中
庭
　
幸
子

永
幡
フ
ミ
エ

長
浜
真
由
美

中
村
　
洋
子

成
田
　
千
紘

西
川
ア
サ
子

西
川
　
和
子

西
本
　
千
春

濱
野
セ
イ
子

林
　
那
々
子

林
　
　
幸
子

播
磨
　
正
子

平
田
　
優
子

廣
井
　
瑞
歩

広
沢
　
律
子

福
士
　
和
子

藤
本
美
智
子

古
川
　
和
子

古
川
　
夕
姫

北
條
　
和
子

星
野
　
妙
子

本
間
　
節
子

前
側
　
榮
子

前
田
　
久
子

松
岡
美
喜
子

松
田
た
ゐ
子

松
永
真
由
美

馬
村
久
美
子

丸
山
　
愛
子

三
浦
久
美
子

水
上
カ
ツ
子

水
澤
　
慶
子

水
谷
　
成
子

三
井
　
幸
子

宮
本
　
和
子

最
上
　
テ
ル

森
　
真
知
子

森
　
真
由
美

柳
谷
　
智
子

矢
萩
美
津
子

山
内
セ
イ
子

山
加
　
キ
エ

山
川
貴
未
子

山
口
　
園
子

山
崎
　
幸
子

山
下
　
民
子

山
貫
　
ヨ
コ

山
鼻
　
米
子

山
本
　
順
子

矢
本
　
直
子

吉
田
　
敦
子

吉
田
　
富
子

吉
田
　
康
子

吉
本
　
京
子

四
ツ
柳
光
子

米
内
沢
真
衣

米
澤
　
英
子

脇
本
テ
イ
子

　
　
　
以
上

令
和
２
年
７
月
11
日
ご
逝
去

関
　
本
　
ト
　
キ
さ
ん

　

　

特
別
会
員
　 

令
和
２
年
10
月
12
日
ご
逝
去

矢
　
萩
　
美
津
子
さ
ん

　

　

Ｓ
２９
年
卒
業
　 

―
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
―

今
ま
で
母
校
と
同
窓
会
を
支
え
続
け
て
く
だ
さ
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

合
掌

訃
報



い と ぐ る ま 令和３年３月３１日

家 政 科

食物健康科

福 祉 科

普 通 科

アドバンス
の様子

　
令
和
二
年
十
一
月
十
四
日
（
土
）、
函
館

市
芸
術
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第
８
回
家
政
科

学
習
報
告
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度

は
新
型
コ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
い
う

制
約
が
あ
る
中
で
の
学
習
成
果
の
発
表
と
な

り
ま
し
た
。内
容
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、

劇
、
ピ
ア
ノ
演
奏
、
歌
唱
な
ど
、
日
頃
授
業

の
中
で
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
生
徒
は
緊

張
し
た
中
、
保
護
者
の
方
を
は
じ
め
、
来
場

者
の
前
で
披
露
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
貴

重
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
大
舞
台
で

の
発
表
は
、
生
徒
を
一
回
り
も
二
回
り
も
成

長
さ
せ
て
く
れ
る
毎
年
恒
例
の
特
別
な
行
事

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
三
年
一
月
三
十
日
（
土
）
食
物
健
康
科

三
年
生
が
、
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方
へ
三
年

間
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
日
本
料
理
を

振
る
舞
い
ま
し
た
。
今
年
は
開
催
で
き
る
か
ど

う
か
の
瀬
戸
際
で
し
た
が
、
先
生
方
の
温
か
い

ご
協
力
の
お
陰
で
何
と
か
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
学
科
の
先
生
方
は
「
気
持
ち
を
伝

え
る
た
め
に
は
、
そ
の
日
だ
け
き
ち
ん
と
す
れ

ば
伝
わ
る
の
で
は
な
い
。
普
段
の
振
る
舞
い
が

料
理
を
通
じ
て
現
れ
る
も
の
」
と
厳
し
く
指
導

し
て
い
ま
す
。
自
分
た
ち
の
普
段
の
生
活
か
ら

見
直
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
気
付
い
た
生
徒

た
ち
は
、
開
催
で
き
る
こ
と
を
信
じ
、
ク
ラ
ス

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
本
番

で
は
み
ん
な
で
声
を
掛
け
合
い
、
心
を
一
つ
に

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
先
生
方
か
ら
も
お

礼
や
励
ま
し
の
言
葉
を
い
た
だ
き
，
生
徒
は
達

成
感
に
満
ち
溢
れ
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
介
護
実
習
体
験
報
告
会
は
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、
発
表
は
一
学
年
ず
つ

ビ
デ
オ
撮
影
を
し
て
、
各
教
室
で
視
聴
す
る

と
い
う
形
式
を
と
り
ま
し
た
。
例
年
は
福
祉

科
全
ク
ラ
ス
が
集
ま
る
講
堂
で
、
密
を
避
け

て
の
発
表
と
な
り
ま
し
た
が
、
生
徒
は
実
習

現
場
で
の
体
験
を
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
演
出
で

発
表
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
は
ス
テ
ー
ジ
上
で
の
発
表
を
観

覧
す
る
形
式
で
し
た
が
、
今
回
は
ビ
ジ
ュ
ア

ル
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
（
実
物
投
影
機
）
を
活
用

し
て
、
言
葉
や
文
章
の
カ
ー
ド
を
ス
ク
リ
ー

ン
に
投
影
さ
せ
て
、
視
覚
に
訴
え
る
発
表
も

あ
り
ま
し
た
。
感
染
症
拡
大
を
機
に
、
多
く

の
分
野
で
新
し
い
ス
タ
イ
ル
が
検
討
・
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
介
護
実
習
体
験
発
表
会

の
方
法
も
時
代
や
社
会
の
状
況
の
変
化
に
よ

り
、
良
い
意
味
で
発
表
方
法
を
再
考
す
る
契

機
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
よ
り
進
学
希
望
者
を
対
象
と
し
た
「
ア

ド
バ
ン
ス
」
と
い
う
科
目
が
導
入
さ
れ
ま
し

た
。
従
来
は
、
中
学
校
で
の
躓
き
や
理
解
で
き
な

か
っ
た
知
識
を
学
び
直
す
こ
と
に
重
点
を
置
き
、

テ
ィ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
を
通
じ
て
生
徒
に
寄

り
そ
う
授
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
次
の
段
階
と

し
て
、
進
学
を
希
望
す
る
生
徒
に
特
化
し
た
科
目

の
導
入
を
検
討
し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
を
通
じ

て
生
徒
の
実
態
に
合
わ
せ
た
授
業
を
行
う
こ
と
に

し
ま
し
た
。
多
目
的
教
室
を
は
じ
め
各
教
室
に
も

Wi

‐

Fi
の
環
境
が
整
い
、
４
月
よ
り
「
ラ
イ
ン
ズ

ド
リ
ル
」
と
い
う
教
材
を
使
用
し
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

用
い
て
授
業
を
行
い
ま
す
。

　
今
後
、
令
和
四
年
度
よ
り
始
ま
る
新
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
で
本
格
的
に
普
通
科
の
改
革
が
始
ま
り
、
よ

り
生
徒
の
実
態
に
合
わ
せ
た
コ
ー
ス
制
の
授
業
が

始
ま
る
予
定
で
す
。
多
様
化
し
て
い
る
生
徒
一
人

ひ
と
り
の
状
況
と
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
教
育
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
普
通
科
の
底
上
げ
を

行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

⑸
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同窓会行事中止のお知らせ
・令和３年度  同窓会総会・親睦会は、「新型コロナウイルス」感染拡大防止のため、

大変残念ですが、中止といたします。
・５月　札幌支部会 …… 中止します。
・６月　東京支部会 …… 中止します。
・大 　 　 妻 　 　 祭 …… 同窓会は、不参加といたします。
・手 づ く り 会 …… 当分の間、活動休止といたします。

令和元年度　函館大妻高等学校同窓会収支決算書
（令和元年4月～令和2年3月）

【支出の部】

【収入の部】

項　　　目 予　算　額 決　算　額 増　△　減

１ 総 会 費 50,000 50, 000 0
２ 会 議 費 5,000 0 △ 5,000
３ 事 務 費 25,000 12, 000 △ 13, 000
４ 会 報 発 刊 250, 000 214, 435 △ 35, 565
５ 活 動 費 50,000 57, 503 7, 503
６ 慶 弔 費 120, 000 103, 500 △ 16, 500
７ 出 張 費 150, 000 153, 180 3, 180
８ 支 部 助 成 金 240, 000 239, 900 △ 100
９ 記 念 品 150, 000 140, 880 △ 9,120
１０ 積 立 金 600, 000 600, 000 0
１１ 予 備 費 312, 344 3, 738 △ 308, 606
１２ 次 年 度 繰 越 金 0 309, 715 309, 715

合　　　計 1,952, 344 1, 884, 851 △ 67, 493

項　　　目 予　算　額 決　算　額 増　△　減

１ 維 持 費 1,029, 600 1, 006, 600 △ 23, 000
２ 入 会 金 141, 000 140, 000 △ 1,000
３ 年 会 費 250, 000 177, 000 △ 73, 000
４ 福利厚生事業収益金 100, 000 129, 506 29, 506
５ 預 金 利 息 5 6 1
６ 雑 収 入 0 0 0
７ 前 年 度 繰 越 金 431, 739 431, 739 0

合　　　計 1,952, 344 1, 884, 851 △ 67, 493

※会計監査実施の日程上、前年度の収支決算書を掲載

「年会費」のお願い
年会費は「いとぐるま」の郵送
や各支部助成金等に充てられ
ます。本年度も多くの方々の
ご協力・ご送金をよろしくお
願いいたします。

皆様のご協力ありがとうございます

（令和２年12月31日現在）

年会費集計状況

令和２年度
168，000円

☆
令
和
三
年
卒
業

　
　
　
　
　

同
窓
会
幹
事
☆

　
常
任
幹
事
　
福
祉
科
　
柴
田
　
華
梨

　
幹
　
　
事
　
家
政
科
　
松
井
　
愛
白

　
　
　
　
　
　
家
政
科
　
丸
谷
　
美
月

　
　
　
　
　
　
食
物
健
康
科

　
木
島
　
　
栞

　
　
　
　
　
　
普
通
科
　
坂
田
　
美
咲

●
編
集
委
員

　
平
田
優
子
　
本
間
節
子
　
三
井
幸
子

　
大
田
幸
美
　
川
原
ヒ
サ
　
齊
藤
賢
一

●
編
集
後
記

　
今
年
も
「
い
と
ぐ
る
ま
」
を
休
む
こ
と

な
く
同
窓
生
の
皆
様
へ
お
届
け
で
き
た
こ

と
を
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
お
家
時
間
が
増
え
た
の
で
、
マ
ス
ク
作

り
、
断
捨
離
、
小
さ
な
リ
フ
ォ
ー
ム
と
、

め
ず
ら
し
く
世
の
中
の
流
行
に
乗
っ
た
一

年
を
過
ご
し
ま
し
た
。
話
し
た
い
事
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。早
く
会
っ
て「
お
し
ゃ

べ
り
」
が
し
た
い
!!
来
年
こ
そ
、
親
睦
会

が
開
か
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
お
り

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
大
田
　
記
）

⑹

　本年度、年会費や寄付金を送金
してくださった同窓生の皆様には
「手作りマスクとマスクケース」
を同封させていただきました。
　マスク内側のＷガーゼとマスク
ゴムは抗菌のものを使用しており
ます。どうぞお受け取りください。

感 謝 を こ め て


